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論 文 の 要 旨 

本研究では、原子力施設において実際に発生した事故や故障について、全体的な傾向

や安全上重要な事象の情報抽出を支援するためのツールを、自然語処理技術を適用した

情報分析手法用いて開発し、その実用化に向けての見通しを示すとともに、その手法を

用いた包括的な評価を行って、原子力施設において実際に発生した事故や故障について

重要事象を抽出した。抽出された安全上重要な事象について、その特徴や原因等に着目

した分析を行い、一般的かつ共通的な安全問題を摘出し、再発防止策の検討に役立つ知

見を得た。さらに、前兆事象評価を行って、共通のモデルを類似の事象の評価に適用し

て一般性のある対応策を提示するとともに、新たなリスク指標によるリスクトレンドの

分析を行って実事例に基づく原子力発電所のリスクの全体像を明らかにし、提案した指

標の有用性を示した。その上で、福島事故について、事故シーケンスの分析を行うとと

もに、代表的な 5 つの事故調査報告書における見解の相違と未議論の課題を明らかにし、

他プラントに反映すべき事項を同定することによって今後の事故調査に有用な知見を示

した。また、福島事故との関連性に着目し、過去の事例分析から得た知見や前兆事象に

ついて、今後検討して解決すべき課題を提示している。 
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審 査 の 要 旨 

【批評】 

本研究では、系統的かつ網羅的な事例分析や様々な観点からの重要事例の分析、前兆

事象評価を行って一般性のある安全問題を明らかにするとともに、実際に発生した事故

や故障について、包括的レビューを行って全体的な傾向や安全上重要な事象を抽出して

いる。本研究により、原子力施設の安全性向上に役立つ知見が提供されるとともに、原

子力の安全規制で留意・解決すべき課題が提示されている。今後、さらにこの様な分析

評価を継続することの必要性が示されており、我が国の原子力安全規制に対して極めて

大きな提言を行っている。 

 

 

【最終試験の結果】 

平成２６年１月２７日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員

出席のもと、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その

結果、学位論文審査委員全員によって、合格と判定された。 

【結論】 

上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を

受けるに十分な資格を有するものと認める。 

 


